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平成２９年度 第３回社会教育委員会議 会議録 

 

 

 

 

 

 

１ 開  会  午後２時 

 

２ あいさつ 

澤田 議長 

 

３ 前回会議録の承認 

  承認された。 

 

４ 議  事 

日 時 平成３０年３月２９日（木） 

 午後２時 開会 

会 場 蕨市民会館 １０１室 

出席委員／ 澤田、德丸、五十嵐、佐藤（一）、佐藤(教)、佐藤(則)、栃本、平井、比企、 

藤川、前川、松﨑 各委員 

欠席委員／ 新妻、前野、松浦 各委員 

議事参与者／ 松本教育長、須崎教育部長、加納館長（中央公民館）、岡部館長（東公民館）、 

星野館長（西公民館）、坂本館長（南公民館）、鈴木館長（北町公民館）、 

大山館長（下蕨公民館）、小栗館長（図書館）、佐藤館長（歴史民俗資料館）、 

井田館長（旭町公民館・指定管理者） 

事 務 局／ 松永生涯学習スポーツ課長、野田生涯学習スポーツ課長補佐・スポーツ推進係長、 

 桑島青少年係長、藤橋生涯学習振興係長、竹田生涯学習振興係主査 

・報 告 

（１）生涯学習関連事業等について              【資料１】      

   上記のことについて、事務局から報告があった。 

委 員： 1月 23 日に開催された南部地区社会教育関係委員・職員基礎研修会に参加

してきた。63 人が参加予定だったが、前日の大雪の影響により当日は 33 人

であった。そのため、グループ討議を 14 グループで予定していたが、参加者

数が少なかったため 5グループで行った。 

県教育局の職員が講師を務めた講義のテーマは、「これからの社会教育委員

の在り方について」であった。その中で社会教育委員の適性として、「地域を

愛して家族を大切にし、自分自身の幸せを感じられる」人が適任であるとの

話があった。個別のグループ協議の中では、蕨市は音楽によるまちづくりに

積極的に取り組んでいる旨の発言をした。 
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（２）平成３０年度文化活動事業助成について         【資料２】      

   上記のことについて、事務局から報告があった。 

 質疑なし。 

  

  

（３）錦町スポーツ広場のリニューアルオープンについて    【資料３】      

   上記のことについて、事務局から報告があった。 

委 員： 片品村とのグラウンドゴルフ交流会の交通費は蕨市で負担したのか。 

事務局： 片品村教育委員会に協力いただき、村所有のバスでいらした。昼食等は蕨

市で負担した。 

  

  

（４）音楽によるまちづくり推進事業について         【資料４】      

   上記のことについて、事務局から報告があった。 

委 員： 市民音楽祭の参加者 5,496 人は運営側を含めた数字だと思うが、この数字

が多いのか少ないのか見えにくい。この数字の根拠を教えてもらいたい。 

施設内等で行ったイベントはカウントできるが、屋外で行ったイベントはカ

ウントしにくいと思う。限定的に数えられた人数なのか。 

事務局：  屋外のイベントについては、すべての参集者の累積を出すことは困難なた

め、分かる範囲の数字である。実際は、報告した以上の参集があったと思っ

ている。 

委 員：  量と質は事務局で把握していると思うので、長い目で見るとさまざまなデ

ータをわかりやすく整理して示してもらうと、年々の発展がわかりやすいと

思った。参加者数は、基礎的なデータだと思う。プロ、アマチュア、学校単

位で出演している合唱や吹奏楽等の演奏する側の広がりや、日常の生涯学

習・社会教育の活動成果がどのように結集しているのかも興味深いデータで

ある。 

また、実行委員会の組織の広がりとその他ボランティアスタッフ等、この

事業を一緒にサポートする人数も興味深いデータの 1つである。今後、趣味

が深い方は楽曲の創作・演奏で関わりたいとの話が出てきた場合、プロの指

導を受けながらでもいいが、「市民が作る音楽」がどのように生まれてくるの

か興味がある。 

 市民音楽祭は、音楽によるまちづくり事業の象徴的な取り組みに位置づい

ていると思うので、5年後、10年後を見通した時、理念を含めた上で質と量

の発展をどういう目安で把握していくのかデータで確認できる事業報告にな

ることを期待している。 
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５ その他 

 

 

６ 閉  会   

  德丸 平太郎 副議長 

 

午後３時３０分 閉会 

（５）放課後子ども教室推進事業について           【資料５】      

   上記のことについて、事務局から報告があった。 

 質疑なし。 

  

  

（６）わらび学校土曜塾推進事業について           【資料６】      

   上記のことについて、事務局から報告があった。 

 質疑なし。 

  

  

（７）平成３０年度生涯学習関連予算について         【資料７】      

   上記のことについて、事務局から報告があった。 

 質疑なし。 

  

  

・協  議 

（１）社会教育関係団体の認定について            【資料８】      

６件の認定申請があり、事務局から説明があった。 

 ～協議の結果、３団体が承認された。 

事務局： 各委員から講演会等の案内があった。家庭倫理講演会「ともに生きる」、「介

護おしゃべりサロン～スタッフ養成講座報告書」を配布。 

  

  


